
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R６年度用）           令和７年１月１５日 

地区名 小須戸地区 

今
年
度
の
取
り
組
み 

・地域福祉懇談会（6/10、1/15） 

・地域お手伝い隊（会議 4/18、11/21、実施 5 件） 

・移動支援実施、ボランティア懇談会（9/17、12/17） 

・子どもの居場所サードプレイス（8/6） ・まちセンマルシェ（9/29） 

・だんだん・嶋岡（子どもの居場所 夏休み 4 回、ほほえみ交流 7 回） 

・歳末見守り事業（打ち合わせ 9/18、12/10、訪問 12/30） ・各茶の間活動 

課 
 

 

題 

・お手伝い隊の依頼やボランティアが増えてこない。対象が高齢者ということもあり、依頼の電 

話をすることが大変である。 

・移動支援の運転ボランティアが高齢であることに心配がある。 

・まちセンで行う事業に来たくても来れない人のための移動手段が必要である。 

・子どもたちが普段居れる場所(居場所)がないが、子どもが行きやすい場所や見守りなど課題も 

多くなかなか進めることができない。 

・中学校の部活がなくなることで、子どもたちのスポーツ離れを何とかしたい。 

・茶の間のマンネリ化が見られる。参加者の増加が見込まれない。 

・小須戸地区にタクシーが来なくて困っているという声を多く聞く。 

評 
 

 

価 

・お手伝い隊でほほえみ(障がい者施設)と一緒の活動はとても順調であり、地域からも受け入れ 

られている。 

・歳末見守り事業で中学生ボランティアとの訪問は、対象者の表情も普段とは違いとても喜ばれ 

ている。 

・買い物移動支援では、定期的な会議で課題を改善できている。利用者も買い物を楽しんでいる。 

 また、運転ボランティアを募集したところ 3 名登録があり、新規の協力者が増えた。 

・中学生から企画に参加してもらったことで、大人とは違う発想で気づきが多かった。(マルシェ) 

・運営委員会があり、また自治会からの助成金もあり、運営は順調である。(小向の茶の間) 

・夏休みには小学生とラジオ体操をしたり、会員同士が支え合ったり、地域の中で縦のつながり 

(世代間)がある。(水田高齢者クラブ) 

活

動

の

様

子 
 

 

次
年
度
へ
向
け
て 

・お手伝い隊の周知方法(民生委員や包括支援センターと協力)やチラシの工夫 

・移動支援について、買い物支援の継続と新たな課題への検討 

・子どもたちがいつでも行ける居場所の検討 

・歳末見守り事業の継続と中学生ボランティアの増加に向けて中学校との連携 

・より良い茶の間運営に向けた検討（周知、内容、利用料等） 

［参加者］小須戸コミ協：木村会長、佐藤副会長(事務局長) 福祉部会：長澤部会長、田中部員 

     地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員：土屋委員 

     小合・金津・小須戸圏域支え合いのしくみづくり会議：五十嵐構成員、白井構成員 

     茶の間・高齢者クラブ：米田様、古川様（小向の茶の間）、河内様（水田高齢者クラブ） 

     秋葉区社協：横山事務局長補佐、藤田 
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